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平成２６年度新規高等学校卒業予定者等の就職内定状況等を取りまとめ 

【平成２７年１月末現在】 

 

 徳島新卒者等就職・採用応援本部（本部長 樋野浩平徳島労働局長）は、平

成２７年３月新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（平成２７年１

月末現在）（速報値）を取りまとめました。その概要は次のとおりです。 
 

～新規高卒就職内定率は９１．４％と前年同期を４．３ポイント上回る～ 

 

 ～新規大卒就職内定率は７２．１％と前年同期を１．７ポイント上回る～ 

 
Ⅰ 新規高等学校卒業予定者 

１ 就職内定状況について 

(1)  求職者（就職希望者数）は１，４４９人、前年同期（１，３９９人）に比べ５０人（３．

６％）増加した。 

(2)  就職内定者は１，３２５人、前年同期（１，２１８人）に比べ１０７人（８．８％）増

加した。 

(3)  就職内定率は９１．４％、前年同期（８７．１％）を４．３ポイント上回った。 

    平成２６年度 

         １，３２５人 （就職内定者数）   

１，４４９人 （就職希望者数） 

    平成２５年度 

   １，２１８人 （就職内定者数）    

１，３９９人 （就職希望者数） 

※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計 
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２ 求人の状況について 

県内の安定所で受理した求人数は１，７２４人で、前年同期（１，３９８人）に比べ

て３２６人（２３．３％）増加した。 

 

３ 県内就職希望者数の状況について 

（１） 県内就職希望者は１，０７９人、前年同期（１，０７９人）と同数となった。 

 

（２） 県内就職内定者は９６４人、前年同期（９０９人）に比べ５５人（６．１％）増加

した。 

（３） 県内就職内定率は８９．３％、前年同期（８４．２％）を５．１ポイント上回った。 

  

Ⅱ 新規大学卒業予定者 

１ 就職内定状況（届出済分）について 
 （１） 求職者（就職希望者）は２，０３０人、前年同期(２，０４７人)に比べて、１７人

（０．８％）減少した。 

（２） 就職内定者は１，４６４人、前年同期(１，４４１人)に比べて、２３人（１．６％）

増加した。 

（３） 就職内定率は７２．１％、前年同期（７０．４％）を１．７ポイント上回った。  

 

※本調査は、徳島労働局管内の各ハローワークが、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲

での内定状況等を報告していただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定と

して計上されます。文部科学省と厚生労働省が、共同で調査して公表している全国の数値と直接比較できるものでは

ありません。 

 

２ 求人の状況について 

  県内・外の事業所から大学に提出された求人数は２４３，２１３人で前年同期 

（２４４，７１７人）に比べ、１，５０４人（０．６％）減少した。 

 

 
 

 

  

 

 

 
 
 
 

 

《就職支援の取組》 

新規高卒就職内定率は、前年同期と比べ４．３ポイント上回っており、県内就職内定者も前年

同期と比べ増加しているが、未内定者１２４名のうち、約９割以上が県内就職を希望していること

もあり、県内の就職環境は依然として厳しさが予想されるところです。 

大卒就職内定率は、前年同期を１．７ポイント上回っているものの、まだ、就職希望者の約３割

が未内定者となっており、引き続き、厳しい状況が予想されるところです。 

徳島労働局におきましては、「未内定就活生への集中支援２０１５」を実施しており、卒業まで

に一人でも多くの未内定者が就職できるよう各学校と連携を保ちながら、卒業までに未内定者

ゼロの実現に向け全力で取組んでまいります。 

また、平成２７年２月１２日（木）には、徳島新卒者等就職・採用応援本部第３回会合を開催、

「今後の新卒者就職支援の実施方針」を決定し、産・学・官の関係機関がより緊密に連携するこ

とにより、１日も早く、将来ある新卒者の就職の実現に取組んでまいります。 


